別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：科学技術振興費
	事業名:　環境配慮型ものづくり産業支援プロジェクト事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　  総合企画部 研究開発課 研究開発担当　電話番号：058-272-1111（内2487）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11162@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：8,523千円（前年度予算額：8,523千円）

	事業内容


	１　事業の内容


県内企業において実用化可能で環境産業として成り立つバイオマス利用やリサイクル等の環境関連技術を確立し、CO2排出量の削減を図るとともに、これらの技術を普及することにより、県内の環境産業の地盤づくりに寄与することを目指す。
★環境配慮型材料の開発
  ①「熱的・機械的特性に優れたバイオマスプラスチック複合材料の開発研究」
・無機フィラーの表面処理技術及びバイオマスプラスチックとの複合化技術の開発。
　②「製紙技術を活用したバイオマス複合材料の開発」

・長繊維強化材の紙料化技術及び樹脂材料との複合によるシート化技術の開発。
　③「未利用バイオマスの資源有効利用」
・微細な木粉を作製し、微細木粉とプラスチックの複合化技術の開発。
★再資源化技術の開発
　④「廃プラスチックの再資源化技術の開発」
・熱分解生成物の発生抑制と不純物除去対策技術の確立。
★省エネ型製造プロセスの開発
　⑤「短時間・低温焼成による環境負荷低減型陶磁器の開発」
・マイクロ波の特徴を活かした製品開発とマイクロ波ガス複合炉による焼成技術の開発。
	２　所要経費


・科学技術企画推進費研究経費（任意）　8,523千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
	２　これまでの取組状況


１　バイオマスプラスチック研究会を設置して、バイオマスプラスチックに関わる研究や特許などの情報提供をし、意見交換・情報共有を図った。
２　バイオマス利用やリサイクル等の環境関連技術及び省エネルギーに関する研究を実施した。
1 対熱性、対衝撃性を補うため、汎用プラスチックとフィラーの複合等に関する研究を行った。

2 廃プラスチックに含まれる熱分解生成物の研究を行った。

3 木材を微細化する研究と物性評価に関する研究を行った。
4 素焼き工程の短縮化の研究を行った。

	３　これまでの取組に対する評価


廃プラスチックの資源リサイクル、省エネルギー化による新製造プロセス、CO2排出量の削減などの環境産業へ県内企業を転換・進出させるために、今後も継続して事業を実施する必要がある。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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